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１ 

今日ほどアメリカ合衆国という社会について，

その真の姿を知る必要がある時代はない。昨年

の9月11日の事件以来，アメリカ社会は人種・

民族，そして階級的分裂をも超えて一致団結し，

世界のテロ撲滅のために立ち上がっている一枚

岩の社会であるというイメージが創り上げられ

ている。だが，今日のアメリカ社会はそのよう

な一枚岩の社会ではなく，90年代の「ニュー・

エコノミー」のもとでの史上まれな好景気にも

かかわらず，その社会は著しい階級的分裂と人

種・民族的な分裂の渦中にある。このようなア

メリカ社会の姿を描き出したのが，大塚秀之氏

の『現代アメリカ社会論』である。 

大塚氏は 1982 年に出版した『アメリカ合衆

国史と人種差別』において，人種差別という視

角からアメリカ合衆国の歴史と現状について論

じた。しかし，1992年の著書『現代アメリカ合

衆国論』では，「人種差別視角は，アメリカ合衆

国研究にあたっていかに本質的で不可欠な分析

視角であるとはいえ，それだけで，この国の歴

史や社会の基本的あり方が解明されるわけでは
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ない」（9頁）と述べ，人種差別の視点だけでは

なく，資本主義の仕組みと経済構造分析が必要

である，と述べている。 

なぜ，このように人種差別視角からだけでは

アメリカ社会の基本的なあり方が解明されず，

資本主義の経済構造分析が必要である，と大塚

氏は述べたのであろうか。公民権運動により法

制度的差別が実質的に廃止され，さらに 1960

年代後半から，政府や企業は教育と能力のある

黒人を積極的に雇用し，黒人の一部は社会経済

的上昇を遂げることができた。にもかかわらず，

都市の中心部には多くの黒人が残され，「アンダ

ークラス」化するなど黒人の階層分化が進展し

た。このような事態は人種差別の視点からのみ

だけでは理解できない。著者はこのように考え

たのではないだろうか。 

『現代アメリカ合衆国論』において，大塚氏

は，資本主義社会の現実を国家と資本による「リ

ストラクチャリング」戦略の結果と捉え，それ

自身が国民の分極化を生み出している根本的要

因であると論じ，そのうえで黒人の置かれた厳

しい現実を，過去の『歴史的差別』と区別して

『現代の差別』と捉え，「現代の人種差別の本質

を人種的抑圧によって加重された『階級的従

属』」（209 頁）と規定したウイリアム・ジュリ

アス・ウイルソンを高く評価した。そしてこの

大塚氏の著書が出版された直後の1992年4月，

都市における新しい社会的矛盾の爆発がまさに

「ロサンゼルス暴動」として現実化したのであ

る。 

それからはや10年，アメリカ社会は大きく変

化した。大塚氏は，この間のアメリカ社会の変

化を『現代アメリカ社会論』ではどのような視

角から分析し，新たなアメリカ合衆国像を描き

出してくれるのだろうか。ここに本書への期待
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があり，その意味で待望の書であった。以下，

この書について簡単な紹介とコメントを試みつ

つ，この機会に評者の考えを一部結論的に述べ

て見たい。 

 

２ 

本書は，二部構成からなり，第一部が 1990

年代アメリカの政治と経済と題して第一章から

第三章まで，第二部が都市と住民生活と題して

第四章から第八章までである。 

第一章では，2000年の大統領選挙におけるネ

ーダー出馬の意味について，民主党候補ゴアの

票を取ってしまうという否定的な結果となる，

という，いわゆるゴア「よりまし」論を「近視

眼的」であると批判し，ネーダーの出馬は，二

大政党制の枠組みを超える可能性を秘めたもの

として評価している。補論１では，民主・共和

両党が国民の期待に反した政策を掲げているた

め，国民の政治不信・政党離れが進行している

こと，そして少しだが再生しつつある労働運動

に期待しつつ，だが，人種を超えての国民の結

集は真の革新政党が存在しないこともあり難し

い，と述べるに止まっている。しかし評者は，

ネーダーの出馬はこれまでの民主党の基盤であ

る組織労働の枠を超えたネットワークで結ばれ

た環境，消費者，そして労働といった新しい社

会運動の形として注目する事ができるのではな

いか，と考えている。 

第二章で大塚氏は，80年代の「繁栄」の陰で，

都市住民ばかりでなく，農村住民もあわせ，ア

メリカ国民の多くを生存の危機に追い込んでい

る，とアメリカ国民全般の生活基盤が崩壊の危

機に瀕している，と論じている。大塚氏は，こ

のような生活基盤の崩壊をもたらしたのが，企

業による高利潤追求のリストラクチャリング戦

略にあると捉え，それが製造業の脱工業化と空

洞化をともない国民全般の生活基盤を破壊して

いった原因である，と論じる。しかもその過程

は，アメリカ社会の「特殊アメリカ的要素」

（46-47 頁）により，人種間，階層間の著しい

格差を伴って進行していったことを明らかにし

ている。 

ここで大塚氏は，公民権運動後，教育や訓練

を受けた黒人，ヒスパニックの一部が社会経済

的上昇を遂げ，黒人，ヒスパニックなどマイノ

リティの内部での階層分化が激化し，とくに，

「黒人内部に，白人を凌駕するほどの階層差」

（55頁）があることに注意を喚起している。そ

の上で，大塚氏は，人種差別と資本の論理に対

抗した広範な国民運動の構築の必要性を説いて

いる。 

第三章は「ミドルクラス」の衰退論とその背

景について論じている。大塚氏は，所得と資産

所有の状況を国勢調査局の資産所得調査報告，

連邦準備制度理事会の消費者金融調査（SCP）

の研究を参考としながら，所得と資産格差のい

ちじるしい拡大が最富裕層への極度の集中を伴

って進行していること，具体的には，1989年，

最富裕層の1％が金融資産全体の48％を所有す

るという驚くべき不平等社会の実態を明らかに

している。 

だが，氏も指摘するように，このような驚く

べき所得と資産格差は戦後一貫して続いてきた

のではない。第二次世界大戦後から 1973 年ま

で，アメリカ人家族の実質所得が増加する中，

所得，資産格差は縮小し，ミドルクラスは増加

し，多くのアメリカ人が「豊かな社会」を享受

してきたのである。ところが 1970 年代中頃以

降，その傾向が逆転して，ミドルクラスが縮小

し，人種と階層別所得，資産格差が拡大するの

である。大塚氏は，アメリカン・ドリームの象

徴であるミドルクラスについて，「今日，ミドル

クラスの危機と称されている事態は，ミドルク

ラスの生活水準を享受できた
．．．．．．．．．．

（傍点 大塚氏）ブ

ルーカラーやホワイトカラーの労働者の生活破

壊であり，生活の悪化にほかならない。」（89頁）
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と説明する。つまり，大塚氏は，ミドルクラス

の問題とは，アメリカ的生活様式というその特

定の生活水準を享受できる労働者階級全体の問

題である，というのである。そればかりではな

い。ミドルクラスとは，「国民を結束させてきた

唯一の統合原理たる『アメリカの夢』の喪失」（66

頁）というアメリカの将来を考えるうえでの「根

本問題」である，と捉えている。 

このように大塚氏の分析は，資本蓄積の結果

として引き起こされる所得と資産の不平等の拡

大，富の少数への集中などの指摘だけに留まる，

単なる窮乏化・貧困化論ではない。 

補論2では，「ニュー・エコノミー」の下での

「雇用不安」が好況下での下落する物価と低イ

ンフレの要因であることが説明され，そのもと

で非正規労働者がいかに不安定で不安な生活を

強いられているかが明らかにされている。 

第四章で大塚氏は，日米の新聞・雑誌・小説・

テレビのドキュメンタリーなどから浮かび上が

ってくるアメリカ合衆国像を再構成した，と述

べる。とくに，ＮＨＫで報道されたドキュメン

タリー「苦悩するアメリカ」について批評を行

っている。これは，アメリカ社会の分裂が視聴

者の脳裏に残っていた1992年5 月というロサ

ンゼルス暴動の直後に報道されたものであった。

この番組を検討する中で，大塚氏は 1991 年に

出版されたアーサー・シュレジンガーの『アメ

リカの分裂』が黒人，ラティーノなどがそれぞ

れの民族的自立と誇りを重視する風潮をアメリ

カ社会の人種的・民族的分離主義を促進する動

きと捉え，それがアメリカ社会解体の危機を生

み出している主要因と捉える見解を批判してい

る。これに対して，大塚氏はスターズ・ターケ

ルの経済構造の再編とリストラクチャリングに

よりもたらされた階級的分裂こそがアメリカ社

会分極化の主要因と捉える見解を支持している。

そのうえで，必要なのは「合衆国で何故，最近

になって少数集団のあいだから分離主義的排外

主義的主張が強まりだしたかを，少数集団の置

かれた現実に則して明確に示すことである。」

（127頁）と主張している。 

評者は，1980年代以降のアメリカ社会は，白

人ミドルクラスの没落と解体を根底に抱えつつ，

新たな黒人アンダークラスの出現とアジア，ラ

テン・アメリカ系非白人人口の急増によるマイ

ノリティ間の対立など，戦後アメリカ社会統合

の基本的枠組みが解体され，言わばアメリカ社

会の全層的な分極化が起きている，と捉える方

がより現実に近いのではないか，と考えている。 

第五章において大塚氏は，ロサンゼルス暴動

の経済的背景について論じている。ここでは，

暴動発生の背景に，アメリカ資本主義の構造変

化と人種差別が結合して生み出した住民生活の

破壊があることを明らかにしている。そして，

世界経済の再編過程で生まれた世界都市として

のロサンゼルスにおける産業構造の変化と労働

市場の再編成をサスキア・サッセンの研究など

を参考として分析している。つまり，サッセン

は在来型基幹産業の衰退とハイテク・サービス

産業の興隆という経済構造の変化が，製造業の

安定したホワイトカラーとブルーカラー職を削

減する一方，専門技術職に従事する高所得層と

不熟練サービス職に従事する低所得層を生み出

していったことを説明する。そしてその同じ過

程が，アジア，ラテン・アメリカからの大量の

移民の流入の起動因として展開していったこと

も明らかにする。大塚氏は，この経済構造の変

化が住民生活を悪化させ，コミュニティを崩壊

させていった主要因であったことを明らかにす

ると同時に，韓国系商店主と黒人コミュニティ

の対立，そしてヒスパニック系，アジア系移民

の流入によるマイノリティ間の対立についても

言及している。 

この章は，世界的なリストラクチャリングと

グローバリゼイションによるアジア，ラテン・

アメリカからの新しい移民の流入がかつての黒
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人対白人という旧来の人種的構図を後退させ，

新しい社会的構図を作り出していることを明ら

かにしている。 

第六章で大塚氏は，ニューディール期から第

二次世界大戦にまたがる時代を「アメリカ合衆

国における労働組合運動と黒人との関係をめぐ

り分水嶺と目される重要な時代」（143頁）と規

定する。そのうえで，氏は，アメリカ人研究者

の詳細で膨大な研究を紹介すると同時に，それ

らを批判的に検討し，なぜ，白人の中で差別さ

れてきたポーランド系労働者が黒人に対して差

別的行動をとったのかの説明を試みようとして

いる。 

ポーランド系移民の一世が黒人と仲良く同じ

住宅地で暮らしていたのに対して，アメリカ市

民権をもつ二世が職をめぐって，黒人との競争

を恐れ，彼らが反黒人感情，差別意識をもつよ

うになり，その差別意識を，一世を含むポーラ

ンド系コミュニティへと広げていくという経過

が説明されている。それだけではない。職をめ

ぐる競争の裏には，資本による黒人労働者のス

ト破りとしての導入と人種間の対立を煽る労務

政策があった。そしてポーランド系が次第にア

メリカ的生活様式とその価値観を受け入れるに

したがって，黒人への人種的偏見を強めていっ

た歴史が具体的に論じられている。これは，ア

メリカ資本主義の労資関係における人種と階級

の絡み合いの歴史的事実として興味深い。 

その後ポーランド系は，戦後冷戦体制のもと

で基幹産業における組織労働者の中核に統合さ

れ，労資合意によりアメリカ的生活様式を享受

するミドルクラスとしての地位を確立していく。

だが，その戦後統合化の過程も黒人を基本的に

排除する中で達成された。 

補論３では，大塚氏は「スグルーは，本書に

おいて，デトロイトを論じながら，戦時中から

80 年代までのアメリカ合衆国の基礎過程と政

治動向の本質的特徴を描くことに成功した」

（198頁）と評価する。その成功の理由として，

大塚氏は，「労働史・黒人史・経済史・政治史・

カトリック史といった諸領域とその相互関連を

しっかり踏まえた視野の広さ，および階級と人

種という二つの規定的要素とその絡み合いを核

心に位置づけた方法意識，という二点にあると

考えている。」（208頁）と高い評価をしている。 

第七章では，アメリカ社会の人種的分裂の実

態を居住地の隔離，つまり居住地の人種隔離の

実態を明らかにしている。ニューディール期の

連邦住宅局の設置とその住宅融資の保証は国民

の住宅所有を促進する。とくに，その融資保証

が白人ミドルクラスの中産階級的住宅所有に役

立ち，彼らの郊外への移住を進めたことを明ら

かにしている。だが，この連邦政府の融資保証

は人種差別的であったことを住宅購入融資の申

し込み拒否率によって論証している。また，そ

の住宅融資における制度的差別が禁止されて以

降も，民間の金融機関融資における差別として

現存し，同じ所得階層にあっても，黒人の拒否

率がいちじるしく高い。黒人労働者のミドルク

ラス化がいかに困難であるか，より具体的に理

解できる章である。 

第八章では，90年代「ニュー・エコノミー」

下での国民生活の実態が最新の資料に基づいて

分析され，ここでは90年代に経済格差の内容が

変わったことが明らかにされている。とくに連

邦準備制度理事会の最新資料の分析によって，

国民の間に拡大する所得格差，その所得格差を

上回る資産格差の存在，とくに資産10万ドル以

上の高資産所得層に資産が集中し，その資産の

中で金融資産の役割が高まっていることを具体

的に明らかにしている。そのうえで，大塚氏は

所得・資産所有を人種・民族別に分析し，白人

と黒人，ヒスパニックとの資産所有格差が所得

格差を大きく上回っていること，さらに，人種・

民族間の資産格差が量的には縮小する傾向がみ

られるが，その資産内容を詳しく分析すると，
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必ずしも，真の生活の質的向上を伴う人種・民

族間の格差の縮小になっていないことが明らか

にされる。大塚氏は，黒人，ヒスパニックの資

産がアメリカ的生活様式の象徴であった住宅，

自動車に偏っているのに対して，白人のそれは

金融資産や個人退職年金の積立額が大きいとい

う重要な事実を指摘している。 

90 年代には国民の約半分が株式を保有する

など国民の金融資産依存率が深まった。資産は

かつての住宅と自動車などの物的資産中心から，

株式，年金などの金融資産中心へとその内容が

変化していった。そしてその金融資産への変化 

はミドルクラスを没落させ，人種・民族間格差

を伴って進行していった。このように，大塚氏

は，90年代の景気拡大の中，社会の分裂が是正

の方向へ向かっているという主張を退け，「ニュ

ー・エコノミー」が経済生活の株式化を進めな

がら，アメリカ社会の夢であったミドルクラス

の経済基盤を打ち砕き，社会を分極化させる要

因となっていることを実証することに成功して

いる。 

〔大月書店・2001年・286頁〕 
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である。インターネット上の初期アメリカ共和
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国史研究者のフォーラムともいえるメーリング

リスト（H-SHEAR）には，この時代に関して

アメリカの学部学生に何を読ませたらよいかと

いった問い合わせがしばしば登場するが，その

回答として寄せられるメールには，原著の出版

から15年以上経過したChants Democraticが

必ずといってよいほど含まれている。 

本書の特徴を一つあげるとすれば，それはア

メリカ史研究にありがちな「アメリカ例外主義」

に疑問を呈している点である。本書の読者は，

ニューヨークの労働者が，同時代のパリやロン

ドンの労働者と非常に似通った経験をしている

ことに気づくはずである。ウィレンツはさらに，

「イギリスやヨーロッパ大陸には存在したと想

定されているような理想的な『自覚した階級』」

が合衆国ではなぜ存在しなかったのかといった

問題設定の仕方を批判している。すなわち「階

級意識についての既存の定義を安易に唯一のも

のとして受け入れることを拒否し，しばしば単

一の運動や個々の参加者の心の中にある幾つか

の傾向や態度の共存可能性を認識することによ
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って初めて，われわれは19世紀初期ニューヨー

クで続いていた社会的・イデオロギー的緊張関

係をよりよく理解できる」（上，33頁）という

のである。 

ウィレンツは，近年着目されている「市場革

命」概念を積極的に用いている研究者の１人で

ある。彼の言葉を借りれば，本書は，ある意味

で「ジャクソン時代に関するチャールズ・セラ

ーズによって貫徹され，最も見事に提示された

『「市場革命」学説』の先駆であった」（上，

３-４頁）という。本書では，後述するように「メ

トロポリス型工業化」という概念を用いている

が，これを包括する概念として「市場革命」に

有効性を見いだしているようである。ただし，

「市場革命」の分析概念としての有効性につい

ては，疑問視する研究者もいるし，アメリカ独

自のこの概念を用いることが，新たな「アメリ

カ例外主義」につながる可能性もある。では，

上・下巻，序章とエピローグのほか，10章から

なる本書について，簡単に紹介をしていくこと

にしたい。 

序章「ストルンワークのパノラマ」では，読

者は，まず 1815 年にある時計職人が作ったニ

ューヨークのジオラマの描写を通して当時の職

人たちの世界へと導かれる。第１章「『ハンマ

ーと腕にて』――商業都市の職人たち」では，

1812年戦争以降，1820年代半ばまでのニュー

ヨーク市の発展が職人の世界に及ぼした影響に

ついて，企業家，小親方，雇われ職人の三つの

グループに分けて論じられる。地元の市場と密

着していたパン屋や肉屋，容易に細分化ができ

ない船大工や樽職人のような業種では徒弟職人

制度が維持されたものの，仕立て，製靴，印刷

などの業種では，親方たちは徒弟に熟練技術を

教えず，助手として使い，徒弟職人制度は衰退

の一途をたどった。親方職人の中には，市場を

開拓し，遠隔地の顧客にも信用を拡大すること

によって企業家として成功する者も現れたが，

多くの者はほとんど財産を持たず，「自分自身

と家族を忍耐の限度まで搾取することによっ

て」何とか独立を維持していた小親方であった。

他方，雇われ職人の多くは，将来親方になるこ

とのできる見込みがなく，居住空間も文化も親

方と共有しなくなっていた。親方と雇われ職人

を分断する社会的変化が生じつつあったのであ

る。 

第２章「職人共和主義」では，印紙法暴動の

頃に現れた職人共和主義が，1820年代後半まで

職人たちを１つの社会集団に組み込み，親方と

小親方，雇われ職人の間の連帯の基盤となった

こと，また親方と雇われ職人がそれぞれに職人

共和主義を解釈し，そうした解釈のなかには古

い思考形態の存続とともに階級意識の萌芽も見

られたことが論じられている。祝祭パレードの

分析は，当時の人々の意識について理解する上

で有効であり，例えばフランスの革命祭典など

はこれまで多くの歴史家によって研究されてき

た。本書でも合衆国憲法批准支持とエリー運河

完成祝賀のパレードが分析されている。 

第３章「メトロポリス型工業化」では，ニュ

ーヨークの初期の工業化に関する重要な指摘が

なされている。ウィレンツは，ロンドンやパリ

と同様，ニューヨークの工業化が，水力や蒸気

機関を用いた大規模な工場制度の導入ではなく，

「苦汗搾取の蔓延」，すなわち生産工程の分業

化や下請け制度の導入といった形で進行したこ

とに注目する。そして19世紀初期のニューヨー

クの製造業史が，これまで「工場制度へ向かっ

ての一見不可避的に見える全国的転換の単なる

一部分として叙述され」（上，28頁）てきた点

を問題視し，「メトロポリス型工業化」

（metropolitan industrialization）という言葉

を用いて説明しようとする。ウィレンツは，「メ

トロポリス型工業化」の特質として次の３つを

あげている。第一に，奢侈品・注文生産業種が

あらゆる分野で重要な業種として存続した点，
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第二に，高度の熟練職人を擁する海運関係業種

や地元市場と結びついた食品調達業種など，業

種全体がその生産工程を著しく変えることなく，

巨大な成長を遂げた点である。第三に，そして

最も重要なのは，「雑種職人制度」（bastard 

artisan system）の出現ないし「クラフトの雑

種化」（bastardization of craft）と呼ばれるも

のである。すなわちニューヨークの大半の「先

導的職人企業家」がコストの削減と生産の増大

をはかるため，労働の分業強化と仕事場外請負

に頼ったという点である。 

第４章「企業家と急進主義者」では，企業家

となった親方職人を中心に 1820 年代後半に始

まった禁酒運動とそれに付随する道徳改良運動，

コーネリアス・ブラチリーやロバート・オーウ

ェンらの説く急進主義，男性の不熟練・半熟練

労働者や女性労働者らによるストライキについ

て論じられる。第５章「『勤労者派』の興亡」

の前半は，1829年にニューヨークにやってきた

スコットランド生まれのフランシス・ライトと，

彼女の同志で，ロバート・オーウェンの息子で

もあるロバート・デール・オーウェンの功績を

扱っている。ライトとオーウェンはニューヨー

クの職人や職人労働者の支持を獲得したが，彼

らすべてを転向させたわけではなかった。第５

章の後半は，オーウェンら「『政治的夢想家た

ち』の計画を嘲笑して…財産の『完全で全般的

な再分配を行って』初めて，労働者と貧民の権

利は勝ち取られる」と主張した機械工トマス・

スキドモアを中心に，「勤労者」運動について

論じている。 

第６章「『真に価値ある密集軍』――ニュー

ヨーク市労働組合総連合」は，1830年代前半の

ニューヨーク市労働組合総連合による運動につ

いて論じ，さらに女性職人労働者や不熟練労働

者に対する雇われ職人の姿勢の変化についても

ふれている。雇われ職人たちは家父長的偏見を

抱き，女性を組合から排除していたものの，ス

トライキを行う女性たちを援助しはじめた。こ

れは後の時代から見ても画期的なことであった。

不熟練労働者についても「総連合」に加入こそ

認めなかったが，職人と雑役労働者が連帯して

抗議の示威行動を行うなど，「社会的・イデオ

ロギー的障壁」は少しずつ崩れはじめていた。

他方で，雇われ職人たちは親方の組合加入を拒

否した。1830年代半ばまでに雇われ職人の運動

は，職人仲間の限界を越えて，新たな労働者階

級運動へと転化したというのである。 

第７章「反対者たち――1836年の危機に向け

て」は，労働組合の指導者と雇われ職人の間の

緊張関係，親方たちの反組合運動，組合運動の

衰退について扱っている。はじめに一般の雇わ

れ職人たちが保持していた粗野な文化について，

特にミンストレル・ショーや消防団，奴隷制廃

止論者や黒人に対する暴力，移民排斥といった

問題が論じられる。つぎに，親方の同業者組織

と禁酒運動について，最後に 1836 年のストラ

イキと37年の恐慌がもたらした「遺産」につい

て論じられている。 

第８章「恐怖と偏見」では，1830年代末から

40 年代前半のワシントニアン禁酒運動と移民

排斥を主張するアメリカン・リパブリカン党の

躍進について論じられる。第９章「潜伏した急

進派」では，民主党で活躍したアイルランド生

まれのマイケル・ウォルシュ，土地改革運動，

アメリカ労働連盟と職人相互援助協会，女性と

移民労働者の運動，1848年革命がニューヨーク

に与えたインパクト，アスタープレイス暴動に

ついて論じられている。 

第10章「1850年の労働危機」は，1850年

の労働運動復活と警察権力による流血の弾圧を

ともなう階級闘争を扱っている。この運動には

多様な要素が含まれており，労働者の組合にも

２つのタイプがあったことが指摘されている。

すなわち，１つは親方と雇われ職人の双方の加

入が認められた，相互扶助を目的とする職人共
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済組合であり，もう１つは戦闘的で幾つかの主

要なストライキで主導的な役割を果たした職能

防衛組合である。後者はおもにアメリカ生まれ

とドイツ移民の労働者で組織され，また日雇い

労働者も自らの組織をつくった。1850年のニュ

ーヨークでは，1848年のドイツやパリで起こっ

たような出来事はなかった。しかしウィレンツ

によれば，ヨーロッパのメトロポリスと同様に

「ニューヨークもそれなりに階級意識と労働急

進主義の再統合と転換を経験した」（下，221

頁）というのである。 

エピローグ「1865年・ハドソン街」は，1865

年８月に撮影された職人労働者の写真の解説で

始まる。本書の最初と最後にそれぞれジオラマ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

と写真の描写を挿入することによって，ウィレ

ンツは，1815年から65年の間に起こった変化

とその連続性を象徴的に示しているのである。 

本書は，アメリカ労働者階級の形成に関する

優れた研究書であると同時に，企業家となって

いった親方職人の経験を通じて見た中産階級形

成史，労働者階級から見た政治史の書でもある。

他方，本書では，労働者階級の家族や女性につ

いてさほど詳しく論じられていない。こちらは

むしろ，著者の共同研究者で私的にもパートナ

ーであるスタンセル（Christine Stansell, City 

of Women: Sex and Class in New York, 

1789-1860 [1986] ）の独壇場となっている。 

〔木鐸社・2001年・266+64頁・235+61頁〕 


